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災害発生時の心得
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　ALT（外国語指導助手）などと1日英語だけで過ご
すイングリッシュ・トレセンに、市内の小学生132人
が参加しました。ゲームや会話をして積極的にコミュ
ニケーションすることで、英語に親しみました。

総合防災訓練を実施します
　毎年、市がさまざまな地域で行っている総合防災訓練。
市民・関係機関などと合同で、今年は滝野中学校区を会
場として実施します。
　この訓練は、住民の防災意識を高め、自主防災力を高
めることなどが目的です。訓練の内容は｢印西市直下の
地震｣を想定し、救出、消火、応急処置や煙体験などをす
る実践的なものです。
■時 10月18日蚊・午前8時～正午（荒天・災害発生の場
合は中止）。
■場 滝野小・中
学校。
※当日は手話
通訳者を配置。
■問 防災課防災
班（緯 内 線
453）。
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イングリッシュイングリッシュ・・
トレセン開トレセン開催催

こんなことをしましこんなことをしましたた

　7月22日・23日の両日、それぞれ平岡少年自然の家で開催され、この日はずっ
と日本語禁止。英語だけを使い、コミュニケーションする楽しさを味わいました。
　会場では歩き回ってじゃんけんをしてあいさつしたり、ALTなどを含む10人近

くのグループで工作したり。最初は照れてい
た児童も、何人かと話すうちに、だんだん元
気よく笑顔で話すようになりました。
　このイングリッシュ・トレセンは、英語へ
の興味・関心を高めるきっかけを作り、コ
ミュニケーション力を高めることを目的に、
市教育委員会が初めて開催。参加したのは小
学校5・6年生132人と、市内のALT15人、
そして印西市国際交流協会からのボランティ
ア19人です。このボランティアのみなさん
の協力もあって、いきいきと活動できました。
■問 指導課指導班（緯内線532）。次は誰が当たるかな？ドキドキ

みんなの感みんなの感想想

　児童のみんなから、次のような声が届いています。
「英語を楽しく覚えられた」「7時間英語を話してたか
ら、違う国にいるみたいだった」。
　ALTからもメッセージが届いています。「分からない
言葉があっても大丈夫。身ぶりなどで理解できる。話
す時も、身ぶりや目線を大切にしよう」。
　国際交流協会の吉原会長は、「みんな積極的に話して
いました。外国の文化を知るきっかけにもなったで
しょう」と語っていました。

わたしも
話せた外

葛災害が発生したら…「むやみに移動し始めず、落ち着い
た行動を」
○まずは自分の身の安全を確保しよう。
○職場や集客施設などの、安全な場所にとどまろう。
○災害用伝言サービスで、家族の安否や自宅の無事を確かめよう。
○交通情報や被害情報などを手に入れよう。

葛日ごろの準備…万が一に備えよう
○携帯ラジオや地図を持ち歩こう。
○職場などに、歩きやすいスニーカー、懐中電灯、手袋、飲料水
や食料などを用意しよう。
○家族などと、安否確認の方法や集合場所を話し合おう。
○徒歩やバスで帰宅経路の状況を確認しよう。
○帰宅経路のコンビニやガソリンスタンドなどを確認しよう。
※千葉県など九都県市では、コンビニやガソリンスタンドなどで
水道水、トイレや交通情報などが可能な範囲で提供されます。こ
れは、徒歩帰宅支援協定を締結しているためです。逃げ遅れた人を救助する訓練の様子（昨年逃げ遅れた人を救助する訓練の様子（昨年））


